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反水素原子の精密分光によるＣＰＴ対称性の検証実験への応用を目標として，カス
プ磁場装置に反陽子と陽電子をトラップして反水素を合成し，偏極反水素の引き出し
を目指す研究が進められている[1]．効率的に反水素を生成し，分光に適した状態の
反水素ビームを選択的に生成するためには，カスプ配位において陽電子，反陽子双
方の良好な閉じ込めを実現すると共に，それぞれの荷電粒子群の効果的な重ね合わ
せを行う事が必要である． 
カスプ装置の軸対称非一様磁場中において，このような非中性プラズマの挙動や
反水素合成を目指す上で理解が必要となる諸特性を明らかにする事を目的として，純
電子プラズマを使用した基礎研究が行われている[2]．これまでに，カスプ磁場と合わ
せて八重極電場を印加して磁力線開放端からの荷電粒子ロスを抑える事により，約4
×107個の電子からなる非中性プラズマの400秒程度の安定な閉じ込めが観測されて
いる．また，異種プラズマ同士の重ね合わせを行う上での利点や，シンクロトロン放射
によるプラズマ冷却の効果を考慮して，電場配位の非対称化によりプラズマを磁場
null点から分離して，より強磁場側に閉じ込め領域を形成する実験を開始した．さらに
自由度の高い電場配位を適用し，理論的に存在が示された非一様磁場における非中
性プラズマの熱平衡状態を実験的に実現する事を目的として，図に示すような１２分
割型のリング電極がカスプ装置に導入され，電場配位の最適化が行なわれている．
軸対称非一様磁場領域における純電子プラズマ生成の実験結果について，閉じ込め
特性や，電子密度空間分布の時間発展等に着目して報告する． 
 

図： 装置内部のリング電極の配置と，八重極電場を形成する等電位面． 
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